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虹の家のリハビリの特徴

ICF(国際生活機能分類)に基づき目の前の利用者様が本来持っている
能力を最大限に引き出すことによって、より良い生活を送れることを目
的に日 リ々ハ・ハビリテーションに努めています。

重度の障がいを持った0歳の乳児から65歳から高齢者までの幅広いラ
イフステージに合わせたリハを提供します。対象疾患は脳性麻痺やダ
ウン症候群、筋ジストロフィーをはじめプルーンベリー症候群、レンペニ
ング症候群など日本でも稀な様々な難病が対象です。

重度の障害を持った方々は脳の機能の低下から身体の変形や呼吸・嚥
下障害など二次的合併症のリスクを有しています。日々それを防ぐため
呼吸、姿勢、嚥下など各分野の知識を高めながらリハビリを通してケア
しています。

リハビリスタッフだけでなく医師、看護師、支援員をはじめとする多職種
のチームアプローチによって療育を展開しています。

幅広い疾患から利用者様の生活のことまで全てに携

わることができる施設です。

リハビリの知識を活かして、利用者様の快適な生活を

支援し、その先にある社会進出をどのように支援する

かを考えることができる「やりがい」のある職場です。

是非一緒に頑張りましょう。

責任者の一言

疾患
＊重症心身障がい児(者)とは：

出生前後の疾患・外傷により、重度の肢体不自由

と重度の知的障害とが重複した状態です。

脳性麻痺 ダウン症候群 筋ジストロフィー症

プルーンベリー症候群 レンペニング症候群

基本的な座位や起立、歩行など基本的な運動療法はもちろん、離床を促進し発達・呼吸・嚥下・循環など総合的なアプローチの

他それら疾患に適応した車椅子や補装具が作成を行います。また、各利用者様に適切な活動をリハビリテーションの知識を活

かし育むことで生活の豊かさを提供します。

虹の家のリハビリテーションの対象者

どのようなリハビリをするか

0歳から65歳前後の主に重症心身障がい児(者)

日本でも稀な様々な難病の方が対象です。
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乳児・小児は発達が著しい時期です。その方々の発達段階
や障がいに合わせたリハ・ハビリテーションが必要です。ICF
(国際生活機能分類)の概念に基づき、本人の運動・社会経
験を育み身体・精神・言語発達を促します。

利用者様が元気に活動するためには呼吸状態が安定しな
ければなりません。そのために日中夜間の姿勢ケアから呼
吸理学療法、腹臥位装置を駆使し利用者様のコンディショ
ニングに努めます。

遠城寺式乳幼児分析的発達検査

デンバー式発達スクリーニング検査

それらの結果に応じかつ障がい特性に応じた発達
を促す訓練を提供

視診・聴診、打診、
胸郭拡張差、気道評価、
呼吸回数・呼吸パターン、
心拍数・SPO²、姿勢評価、
筋緊張の評価など

体位ドレナージ、スクイージング、
バウンシング、シェイキング、
医療機材などを用いた排痰や離床、
腹臥位装置を駆使し利用者様のコンディショニング

発達リハ(ハビリテーション)  

呼吸リハ

訓練

訓練

評価

評価

人にとって食事は重要な楽しみの一つです。それらを安全
に楽しむことが出来るように、小児であれば口腔機能の発
達を促すために利用者様の摂食・嚥下機能評価及びアプ
ローチが必要です。時には地域病院と連携してVF(嚥下造
影検査)・VE(嚥下内視鏡検査)もします。

水飲みテスト、フードテスト、
頸部視診(筋緊張など)・
聴診(嚥下音)、姿勢分析、
食形態など
地域病院と連携してのVF
(嚥下造影検査)・VE(嚥下内視鏡検査)

摂食・嚥下リハ

虹の家の療育はICF(国際生活機能分類)の概念です。利
用者様が「活動」と「参加」に関わるためにはどのような治
療・取り組みをしなければならないかを日々考えます。
能動的に活動を出来るように個々の利用者様の趣向と身
体機能を把握し持続できる適切な活動を提供することで、
座位立位の耐久性・安定性を育み上下肢の運動性を高め
QOLの向上を図ります。

療育活動

訓練

評価

アイスマッサージ、発声訓練、
嚥下体操、ブローイング訓練、
座位立位訓練など

交互嚥下、完全側臥位法、食
事時姿勢及び環境調整、スラ
イス法、食事介助実践など

直接訓練 間接訓練
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教育計画に沿って新入職員が安心して業務に従事、技術の習得が行っていけるように個々に合わせプリセプターがつくよ

うになっています。それぞれの学習到達状況に合わせながら進めています。

BLS研修 病棟勉強会

教育体制

プリセプター制度１

個別支援向上委員会（専門性の向上）の取り組み2

内部研修会3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の３チーム

のどこかに所属し、各部門専門的な知識の向上を図ります。

各チーム毎月1回実技を中心とした勉強会を開催しています。

呼吸・補装具 摂食嚥下 療育活動

年間計画

３法人学術大会
関連法人である創造館・ゆとりと実施しています。

各法人の取り組みや事例の発表をしています。

BLS研修
マニュアル研修会
病棟勉強会

年１回

年間を通して実施

月１回（看護・リハ・支援）

４月

呼吸・補装具 重症心身障害児者の姿勢や呼吸の理解

摂食嚥下
摂食・嚥下の発達(Ⅰ)と各ステージ(Ⅱ)を
土台として進める

5月

基本的なシーティング

摂食嚥下と姿勢の関係性

6月

実技

実技

7月

ポジショニング

・食嚥下に関連する生理学
 について
・視診、触診

8月

実技

実技

9月

重症心身障害児者の
呼吸について

・聴診
・水分、フードテスト

10月

実技

実技

療育活動 月に１つ活動内容を検討し実践していく。

11月

呼吸・補装具 腹臥位の意義と姿勢
変換の方法について

摂食嚥下

誤嚥性肺炎を防止
するための総合的ア
プローチ

3月

年間振り返り

年間振り返り

12月

実技

実技

1月

装具の種類と目的に
ついて

・間接訓練について
・摂食嚥下評価表に
 ついて

2月

実技

実技

療育活動 月に１つ活動内容を検討し実践していく。
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外部研修4

臨床教育実習受け入れ5

発表の実績

日本重症心身障害療育学会学術大会 症例２演題発表

「誤嚥性肺炎により転院を繰り返す胃瘻造設重症児（者）に対する嚥下訓

練によって転院がなくなった症例」

九州地区重症心身障害研究会 症例１演題発表

「自宅以外での入浴が可能となった自閉症スペクトラムの一例」

九州理学療法士・作業療法士合同学会 症例1演題発表

「重症心身障害者における「サイン」特定によって得られた活動性の向上」

重症心身障害療育学会学術大会

全国重症心身障害児者施設職員研修会

九州地区重症心身障害研究会

PT及びOT学会

七五三 餅つき大会

ボッチャ大会出場 博多どんたく出場

院内
イベント

九州医療スポーツ専門学校
福岡医健スポーツ専門学校受け入れ校

実際の学生に教えることがとても、自身にとっての
学びや人としての成長にもつながります！

！

障がい者医療生活支援ホーム 虹の家
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みなさん、一緒に働きましょう！！
お待ちしております。

リハビリテーション科からのメッセージ

４月

入職式

5月

運動会

6月 7月

プール遊び

＆スイカ割

博多祇園祭り

8月

花火大会

夏祭り

10月

七五三

ハロウィン

9月

Nanairo

マルシェ

11月 12月

クリスマス会

餅つき大会

1月

成人式

祈願祭

2月

バレンタイン

節分祭

3月

ひな祭り

ホワイトデー

クリスマス会Nanairoマルシェ 成人式

行事

自閉ユニットで、問題行動を低減するため
生活の中で介入しています。
主に、感覚統合アプローチや行動療法、
ティーチプログラムを使用した生活の構造
化を実施しています。自閉という難しい障
がいですが、改善が得られると達成感も大
きなものがあります。

医療ケアユニットの方は、経管栄養の方で
摂食嚥下及び呼吸に問題を抱えています。 
腹臥位装置や徒手にて排痰及び胸郭拡張
などの呼吸リハやティルトテーブルなどを
用いた立位訓練を行っています。生活の中
のポジショニングを検討し多職種と連携し
呼吸ケアにあたっています。 

作業療法士 津田 悟 
療養部 月ユニットリーダー（副主任代行） 

理学療法士 鈴木 汰史 
療養部 空ユニット 
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リハビリ職員募集について

日勤 早出8：30～17：00 7：30～16：00 遅出 11：30～20：00

勤務条件

待 遇

年次休暇

特別休暇　慶弔休暇等　　規定による

休日　年間112日　　夏休暇　３日　　冬休暇　４日

賞与

昇給

退職金

7月・12月・3月支給 (業績による)

年1回

勤続3年以上であり

勤続年数

年休日数

6ヵ月

10日

1年 6ヵ月

11

2年 6ヵ月

12

・・・

・・・

最高

20日

初任給

4週8休制　週37.5時間 (実労働時間)

基本給

155,000円

調整手当

48,600円

職務手当

30,000円

資格手当

10,000円

合計

243,600円

諸手当

住宅手当 (世帯主)

15,000円

子ども手当 (1名につき)

5000円

通勤手当

最高限度額  24,000円

時間外手当

あり

リロクラブ（福利厚生クラブ）
宿泊、育児、介護、グルメ、レジャー、リラクゼーション、自己啓発などの

幅広い割引サービスが受けられます。

自己負担は3００円。カレーやハンバーグなどのメニューがあります。

職員食（昼食）の提供をしています。

福岡市博多区千代一丁目15番10号〒812-0044

社会福祉法人あきの会
障がい児者医療生活支援ホーム　虹の家

担当）療養部 宮﨑　宛

092-651-7325TEL 092-651-2420FAX

随時、施設見学をとりおこなっています。お気軽にお電話ください。

お問い合わせ
履歴書等の
送付先はこちら

福利厚生

障がい者医療生活支援ホーム 虹の家
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障がい児者
医療生活支援ホーム

社会福祉法人 あきの会

HP http://akinokai.jp/

〒812-0044
福岡県福岡市博多区千代１丁目１５－１０

TEL 092-651-7325
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